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研究成果の概要（和文）：　本研究では、小学生時代の学校教育およびコミュニティ・神社仏閣の存在などの地
域環境が、成人になってからの非認知能力・社会的選好へ与える影響と、それを通じて労働市場における成果に
与える影響について実証的に明らかにする。日本の小学校教育は全国一律と思われているが、実際には教育方法
には自由度があり、様々な違いが学校ごとにある。そのような学校ごとの教育手法の差やコミュニティの差は、
非認知能力に差をもたらす可能性がある。アクティブラーニングを始めとする新しい教育手法や日本式教育手法
の非認知能力の長期的影響を明らかにすることが本研究の意義である

研究成果の概要（英文）： In Lee et al.(2021), we estimate the effects of childhood experiences of 
wearing school uniforms at public elementary schools in Japan on individual preferences in relation 
to others (hereafter, other-regarding preferences) in adulthood. The school uniform experience can 
be endogenous if the preferences and characteristics of the school and parents are included in the 
decision of schools to implement school uniforms. To examine the causal effect of school uniforms, 
we exploit the exogenous variation in the expansion of the apparel industry across regions, which 
the Japanese government used as a catalyst in stimulating the economy, as well as the regional 
variations in prefectural governors’ initiatives for enhancing regional profitability. We find that
 that the experience of school uniforms increases reciprocal inclinations and inequity aversion 
(prosocial) tendencies.

研究分野：行動経済学、労働経済学

キーワード： 非認知能力　学校教育　社会的選好　労働市場
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究は、日本の小学校教育には、学習カリキュラム以外の教育内容に大きな地域差があること、それらが成
人してからの価値観、経済的選好、感染対策に影響を与える可能性を実証的に示した。小学校における教育は、
認知能力という狭い意味での学力の教育だけではなく、非認知能力と長期に渡って関わっていることを数量的に
明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
応募者は、全国一律の学習指導要領のもとでも、日本の公立小学校におけるグループ学習、読
書の時間、修学旅行、運動会、人権教育などの教育内容には、都道府県間、市区町村間、学校間
で大きな違いがあることに、共同研究者との議論をしている際に気がついた。そして、その教育
内容の学校差が、利他性、互恵性、信頼などの社会的選好に与える影響を分析した (Ito, Kubota 
and Ohtake(2015))。その後、小学生時代の教育環境についての独自アンケートを分析している
と、小学校における制服導入の地域差の存在に気がつき Lee, Ito, Kubota and Ohtake(2018)と
いう試行的分析を行った。また、同じアンケート調査で、子供の頃、通学路 や自宅の近くに神
社・寺院・地蔵があったことが、社会的選好に影響を与えていることを発見した(伊藤・窪田・
大竹(2017))。 
また、小学校の制服導入には、その地域の繊維産業の付加価値比率が影響していることも発見
した。この背景には、1950年代に通産省と文部省が、繊維産業振興策として学校での制服を推
奨したことが背景にある。また、都道府県庁出身知事も地域への利益誘導政策の一環として制服
採用率を高めている。試行的な分析結果によれば、操作変数法による推定結果では、小学校にお
ける制服着用は、男性と女性で異なる非認知能力への影響をもたらしている。さらに、非認知能
力の形成に影響をもつのは、地域コミュニティのあり方や宗教的価値観も大きい。宗教的価値観
も家庭教育で形成される部分が大きいが、地域の属性から直接影響を受ける部分がある。伊藤・
窪田・大竹(2017)において、小学生の頃、近隣に神社・寺院・地蔵といった宗教施設があったこ
とが、利他性、互恵性、一般的信頼に正の影響を与えることを示した。以上の経緯から、地域的、
年次的な変動を把握するために、今までよりも調査対象者を増やしたアンケート調査を行うこ
とで、教育、地域環境が社会的選好を含む非認知能力に与える因果効果を把握することを着想し
た。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、小学生時代の学校教育およびコミュニティ・神社仏閣の存在などの地域環境が、
成人になってからの非認知能力・社会的選好へ与える影響と、それを通じて労働市場における成
果に与える影響について実証的に明らかにする。日本の小学校教育は、学習指導要領でカリキュ
ラムの中身が全国的に決められているため、全国一律と思われているが、実際には教育方法には
自由度があり、様々な違いが学校ごとにある。例えば、小学校における制服の導入率には、大き
な地域差が存在する。そのような学校ごとの教育手法の差やコミュニティの差は、非認知能力に
差をもたらす可能性がある。 
非認知能力の育成にどのような教育手法が有効かについては、現在大きな関心を集めている。
人口知能の時代に必要とされる能力は、今までの知識を中心とした認知的な能力から互恵性、利
他性、信頼、協調性のような社会的選好を中心とした非認知能力であると考えられているからで
ある。しかし、非認知能力の育成に効果があると考えられて進められているアクティブラーニン
グを始めとする新しい教育手法、日直、学級会などの特別活動、生徒による学校の掃除といった
日本式教育手法が本当に長期的に非認知能力に影響があるのかについては、ほとんど研究がな
い。非認知能力を高める教育手法を明らかにすることは、人工知能の時代に人間に必要な能力の
育成に貢献する。また、日本式教育手法は、国際的にも注目を集め、ベトナム、フィリピン、エ
ジプトでも取り入れ始めているため、その効果の検証は政策的にも重要である。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、小学校時代の教育内容のうち学習指導要領で定められていないグループ学習や
制服の有無などの教育手法と育った地域の特性と現在の性格特性、利他性、信頼、互恵性などの
行動経済学的特性、経済的 状況、幸福度・満足度などについて、大規模なインターネット調査
を行なった。そのデータを用いて、教育手法、制服着用、地域の行動経済学的文化特性が、非認
知能力や社会的選好に与える影響を推定した。 
日本の小学校において、グループ学習などの教育手法に大きな地域差があることは、Ito, 

Kubota and Ohtake(2015)で明らかにした。また、小学校における制服導入率も大きな地域差と
年次変化があることを Lee, Ito, Kubota and Ohtake(2018)で明らかにした。 
当該地域の文化特性が、教育手法や制服の採用に影響を与えているのであれば、教育効果を過
大に測定してしまう。地域の文化特性とは直接的に関係ないが、教育手法に影響を与える変数を
操作変数として用いることが必要である。本研究では、制服採用の操作変数として、繊維産業の
付加価値の都道府県 GDP比率、都道府県知事の属性を用い、社会的選好の操作変数として小学
生時代の近隣の神社・寺院・地蔵という宗教建造物の存在を用いた。 

2020年度には、コロナウイルス感染症が拡大したため、当初の計画に加えて、子供の頃の教
育経験に手洗い教育および現在の手洗いおよび感染予防行動に関する質問項目を追加した調査
を行った。具体的には、小学校時代における手洗い教育、子供の頃における神社等での手水舎に



おける手洗い経験を調査した。 
 
 
４．研究成果 

2019年度では、小学校時代の教育内容のうち学習指導要領で定められていないグループ学習
や制服の有無などの教育手法と育った地域の特性と現在の性格特性、利他性、信頼、互恵性など
の行動経済学的特性、経済的状況、幸福度・満足度などについて、インターネット調査の結果を
用いて、教育手法、制服着用、地域の行動経済学的文化特性が、非認知能力や社会的選好に与え
る影響を推定した。Ito, Kubota and Ohtake(2020)では、日本の小学校において、グループ学習
や反競争的教育などの学習指導要領に規定されていない教育手法や内容に大きな地域差がある
ことを明らかにした。そして、それらが信頼や互恵性に影響を与えることを示した。具体的には、
参加型・協力型の教育を受けていた場合には、成人になってから利他性、他人との協力の重視、
互恵性、愛国心をもっていた。一方、反競争的な教育を受けていた場合には、これらの特性と負
の関係をもっていた。Kubota, Ito and Ohtake(2019)では、グループ学習の経験者は、成人にな
ってからの所得および金融資産保有額がそうでない人よりも低いが、利他性や互恵性が高いと
いう関係を見出した。一方、グループ学習の経験者の幸福度や一般的な満足度との間には相関が
なかった。ただし、グループ学習の経験者は、人間関係の満足度は高いが、経済的な満足度は低
い。さらに、伊藤・窪田・大竹(2019) において、小学生の頃、近隣に神社・寺院・地蔵といった
宗教施設があったことが、利他性、互恵性、一般的信頼に正の影響を与えることを示した。 

2020年度では、小学校の頃の制服の有無が互恵性や向社会性の形成に与える影響を分析した。
制服導入の内生性の問題を知事の特色と衣服産業の影響力を操作変数法に用いることで対処し
て分析を行った。その結果、小学校での制服導入が、男性の負の互恵性と向社会性を高めている
ことを明らかにした(Lee, Ito, Kubota and Ohtake(2021))。 
また、小学生の頃の手洗い教育の存在および神社の手水舎での手洗い経験が、現在の手洗い行
動や感染対策と正の相関をもつことを明らかにした(Lee, Sasaki, Kurokawa, Ohtake(2020))。 
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